
お知らせ

11月1日でたでいけ至福の園は設立から7年目を迎えました。

たくさんの皆様のご指導ご鞭撻により、ここまで成長させていただくことができました。

これもひとえに我々を信頼してくださっている皆様のおかげと心から感謝申し上げる次第です。

これからも利用者様お一人おひとりに真摯に向き合い、

職員一丸となって皆様の信頼にこたえるケアを行ってまいります。

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

たでいけ至福の園　施設長　原 秀直　
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ロナウイルス感染拡大の影響で、様々なイベントや行事が中止に追い込まれる中、今までのような

地域での交流もかなり制限され、地域における人と人との繋がりが弱くなってしまっている状況が社会

における新たな問題となっています。
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information

あなたにとって安心できる家であるために ...

地域活動が再開しました!!

コ

域」を大切に考え、「地域」と共に歩んでいき

たいと考えるたでいけ至福の園においても、

その様な状況に危機感を感じておりました。そんな中、

今回、蓼池地区の方々を対象とした「足もと元気教室」

が当施設においてようやく再開する事となりました。

お迎えの時からうれしいお言葉もいただき、久しぶりの再会に施設内は

久々の再会の笑顔と歓喜に満ち溢れていました。

「地

しぶりの再会に皆様の

気持ちも高まり、体操にも

熱が入ります！担当する理学療法

士が圧倒されるような熱量を

感じられる教室となり、運動

後はコロナ禍で出来なかった

地域と方々と利用者様、そして

スタッフとのお話でまた盛り

上がっていました。

久

だまだコロナの状況に注意は必要ですが、コロナによって失われた地域の絆を再び取り戻し、

活気あふれる地域を皆様と作り上げていけるように取り組んで行きたいと思います。ま

早く行けるようになりたかったのよ

また行けるようになって良かった



たでいけ至福の園ではご利用者様の日常生

活の様子を写真や動画で保管しています。

ご利用者様の施設での様子をご家族様に

どんどん配信させていただきます。

ライン公式
アカウント

様々な連絡ツールとして
活用していますので、

・近況のご報告、写真など
・イベントのご案内
・その他のご連絡

施設から

こちら　 から
登録をお願いします。

職員紹介

入職して半年、介護の仕事を始めて7年目になる
まだまだ発展途上の25歳です。利用者様と一緒に
過ごす中で疲れを忘れられるほどたくさんの笑顔・
癒しを貰っています♡ 私も皆様に笑顔と癒しをお
届けできるようにこれからも精進して参ります！

［ 介護福祉士  ］

宮崎に住んで3年半。たでいけ至福の園で働き始め
て半年経ちます。素敵なご利用者様とスタッフに
恵まれ感謝しております。今までの経験を活かし
ご利用者様お一人お一人の笑顔を大切に日々きば
ります！応援してくんない!!

中村 直子
Naoko Nakamura

［  介護福祉士  ］

別府 糸恵
Itoe Beppu

訪問
看護

　たでいけ至福の園に入居中で訪問看護の利用者様であるS様。いつも笑顔で

訪問看護師を迎え入れてくださいます。

S様は現役でお勤めの頃、建築用金物の製造業をされていらっしゃいました。

　たでいけ至福の園に入居され、施設内にご自身が作られたカーテンレールや

ドアレールなど様々なものを見つけられたそうです。

とS様よりコメント頂きました。

　これからもS様と出会えたご縁に感謝しながら、S様が充実し安定した療養

生活を送ることができますように全力でサポートさせて頂きます!!

 安定した療養生活のため

全力でサポート

厨 房

 なつかしい味ですね

 おうちの柿を
召し上がれ

自分が造ったものが使われている施設に
お世話になるという何か見えない縁を感じます。

熟
し
た デイ

サービス
カラオケルーム
を使ってこんなことしてます

　家族様より「昔は家になった柿を食べていたんです。」

という情報をいただいた経管栄養のY様。ご自宅の柿が

熟した頃に合わせてご家族に柿を持ってきていただき、

さっそく摂食嚥下訓練の１つとして食べていただきました

＾^  じっと見つめて、一口ごっくん。そしてまたもう一口。

ご自宅の柿の味、当時の風景、できごとなど、いろいろな

ことを思い出されいるように見えました。1人１人違う

食べ物からの “懐かしさ” 。たでいけ至福の園では、

おいしいだけではない、このような“食”も、大切にして

いきたいと思っています。

　たでいけ至福の園には要介護度の重い利用者様も多く

おられます。そうした方々の感覚を刺激し、楽しんでいただ

けるものとして、今回「 スヌーズレン （オランダ語で「スヌッ

フレン」＝匂いをかぐ＋「ドゥーズレン」＝くつろぎの造語）」という

取り組みを始めました。ミラーボールのあるカラオケ

ルームにアロマを焚いて、優しい音楽の中でゆっくり過

ごしていただくことで、視線が動いたり、発語があったり

といつもとは違う反応がみられます。これからも新しい

取り組みをどんどん取り入れながら、利用者様の笑顔を

引き出せる取り組みをしていきます!!


